
品川区子ども未来部子ども育成課庶務係

品川区子ども・若者応援事業の紹介
～子ども・若者応援フリースペース
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品川区長期基本計画における子ども育成課の守備範囲

２.未来を創る子育て・教育都市
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平和で人権が尊重される社会をつくる
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子ども・若者計画の策定（平成30年3月～）

総合的な子ども・若者育成支援施策の推進

雇用、教育、矯正・更生保護、医療・保健、福祉etc...
⇒大小200もの支援施策を展開

既存の個別施策を洗い出した結果

子ども・若者育成支援 諸問題が複雑に絡み合う

特に困難な子ども・若者 横の連携が必要

⇒分野の構成員が各々の役割を果たしつつも相互に協力しながら一体的に…
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子ども・若者計画- 基本方針２の重点施策

子ども・若者応援事業の推進

基本方針２
社会的に困難を有する子ども・若者やその家族への支援

子ども・若者応援事業（17,631千円/H30 23,164千円/R1）

すべての子ども・若者が気軽に利用でき、
困ったことがあれば相談できる拠点を設置し、
彼らの社会的自立と共生社会の実現を目的に、
社会生活を営むうえで困難を有する子ども・若者の
居場所づくりを推進する。

子ども若者応援フリースペースの設置（平成30年7月～）
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子ども・若者応援フリースペース
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子ども・若者応援事業における協働

子ども育成課 子ども若者応援ネットワーク

品川区子ども・若者計画

具体化企画（コンセプト）

専門性
先駆性
使命感
地域性

委託契約

・子ども・若者育成支援推進法
・東京都子供・若者計画

参照
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子ども若者応援ネットワークの変遷と特長

冒険あそび場、若者の就労、子どもシェルターetc...

10年以上前から地域で草の根的な活動

毎年テーマを変え学ぶ場をつくる＝実行委員会

平成28年度 任意団体として組織化
子ども若者応援ネットワーク 区と委託契約

◎変遷

◎特長

地域への愛着、理解

横の連携（人脈、社会的資源の活用）

（随意契約）
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委託内容

居場所づくり（オープン）

⇒安心して居ることができる場所

◎火・木 午前帯・午後帯

個別プログラム（クローズ）

相談（家族支援）

⇒若者カフェ、地域祭り出店、農作業体験etc...

⇒個別相談、親おやカフェ

◎月・水・金 午前10時～午後7時

◎運営委員会 月１回

◎対象

小学生～概ね40歳くらいまでの子ども・若者

⇒区内区外問わず
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子ども若者応援フリースペースの様子

子ども若者応援フリースペースのムービーをご覧ください
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子ども若者応援フリースペースの実績

◎利用状況（平成30年度）

平成30年12月末集計

✔ 約180人 新規登録

✔ １日約20人程度利用

✔ 相談者数 延べ370件（7月～3月）
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主な課題

◎増え続ける利用者

⇒出口支援に関する有効的な手段が見い出せていない

⇒ファーストプレイス、セカンドプレイスの機能低下

⇒行政側の連携体制が未整備

◎約1,500人のひきこもりの若者へのアプローチ

⇒アウトリーチする体制が未整備

⇒人材が不足

課題 課題 課題
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ご清聴ありがとうございました
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